
ツールパレット　の　ブレンドツール　を選択して、オブジェクトをひとつずつ選択していくか、
ふたつのオブジェクトを選択し、メニューの　オブジェクト/ブレンド /作成　でブレンドが作成されます。
画面上は、アウトライン表示をさせてもふたつのオブジェクトとそれを結ぶもう一つのオブジェクトのみ (①)です。
しかし、実際にはふたつのオブジェクトの間に　ブレンドオプション　で設定した数だけパスが存在します (②)。
パスが無数にあるデータを弊社で処理しようとすると、膨大な時間がかかったり、処理ができない場合もあり、
トラブルの原因になります。

そのため、ブレンドを使用したオブジェクトは、
オブジェクト/ブレンド /ブレンドオプション　もしくは
ツールパレット　の　ブレンドツールをダブルクリック　で
ブレンドオプションウィンドウが表示されます。
ステップ数　（③）を指定していただくときに、最大でも50程度にしてください。
ふたつのオブジェクト間を綺麗なグラデーションで表現したいので、デザインの都合上ステップ数が50では
問題がある場合は、オブジェクトを画像化して、膨大な数のパスがない状態にしてからの入稿をお願いします。
ブレンドを50以上に設定したオブジェクトを選択し　オブジェクト/ラスタライズ　でオブジェクトを画像化
できます。
ラスタライズのオプションは、オブジェクトの大きさやデザインによって変えてください。

また、ブレンドだけでなく、Illustrator で作成したパターンを背景などに使用し、パスが膨大な数になってしまうと、
弊社での処理でトラブルを起こす場合があります。
こちらもデザイン上問題がなければ、画像化しての入稿をお願いします。

Illustrator でブレンドを使用する注意点

ステップ数100 アウトライン表示 ブレンド拡張後
アウトライン表示

ステップ数を30まで落とすと、グラデーションが滑らかには表示されないが、
パスの数は約1/3で、トラブルにはならない。

ブレンドが使用されていたオブジェクトをラスタライズ画像化すると、ジャギーが目立ってしまいます (④)。
最前面のオブジェクト（塗りが白で線に色）のみ除外してラスタライズすれば、
文字部分は滑らかなパスで表現されます (⑤)。

全てラスタライズしたもの 最前面のオブジェクトを残し
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